
第16回  
聞き書き甲子園フォーラムが 
行われました！ 

 「聞き書き甲子園(※)」には毎年全国の高校生100人が参加し、自然とかかわる仕事に従事しながら、先人の
知恵や技術を受け継いできた、森・川・海に関わる“名人”を訪ね、インタビューし、作品として残します。 
第16回も高校生がシイタケ栽培や林業、山林刃物鍛治、海女さんなど様々な職種の名人を訪ね、5,000字の作品
を作り上げました。 
 今までの伝統や前の世代の方が残した歴史を引き継いできた名人こそが「持続可能性」のかたちであり、高校
生たちは名人とのコミュニケーションを通じ「持続可能な社会を生き抜く力」をつけ、「サステナビリティ」に
ついて考えるきっかけを得ることができました。 

 「聞き書き甲子園」は、日本全国の高校生が森
や海・川の名手・名人を訪ね、知恵や技術、人生
そのものを「聞き書き」し、記録する活動です。 
 ファミリーマートは店頭募金「ファミリーマー
ト夢の掛け橋募金」の寄付先のひとつである国土
緑化推進機構を通じて、2006年よりこの活動に
取り組む認定NPO法人共存の森ネットワークを支
援しています。 
 昨年8月にスタートした2017年度聞き書き甲子
園の集大成となるフォーラムが3月10日（土）に
行われ、参加高校生100名の他、関係者や一般参
加者の皆さんが集まりました。 

(※)「聞き書き甲子園」は認定ＮＰＯ法人共存の森ネットワーク、農林水産省、文部科学省、環境省、公益社団法人国土緑化
推進機構、公益社団法人全国漁港漁場協会、全国内水面漁業協同組合連合会の７者からなる実行委員会が主催しています。 

第16回 聞き書き甲子園について  

卒業生トークの様子。大学生メンター
として参加する卒業生が自身の経験を
語りました。 

参加高校生100名が全国から集合。 
これから始まる聞き書き甲子園に緊張
しながらも期待に溢れた面持でした。 

東京都の森・川・海についてのトーク
セッションも行われました。 
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フォーラムでは優秀作品の表彰や体験談の発表がありました！  

 第16回聞き書き甲子園フォーラムでは、参加した高校生への修了
証書の授与や優秀作品賞の表彰、優秀作品に輝いた「３組の名人と
高校生」が舞台で発表を行い、さらに会場に集まった高校生たちへ
の質問を交えながら聞き書きの面白さや可能性を考えるトークセッ
ションを行いました。 



【関連ページ】  
■聞き書き甲子園ホームページ 
http://www.foxfire-japan.com/ 
■NPO法人共存の森ネットワーク 
http://www.kyouzon.org 
■ファミリーマート夢の掛け橋募金 
http://www.family.co.jp/company/csr/commitment_to_society/action/bokin.html 

 店頭募金「ファミリーマート夢の掛け橋募金」を通じて 
「聞き書き甲子園」を支援しています  

ファミリーマートは、事業活動を通じて常にお客さま、地域社会、そして地球を 
幸せにする存在となることを目指します。 

 ファミリーマートは、2006年より店頭募金「ファミリーマート夢の掛け橋募金」を通じ、こどもたちと地球の
未来のために活動を行うNGO/NPOと協働で次世代育成・地球環境保全事業に取り組んでいます。 
全国のファミリーマート・サークルK・サンクスの店舗でお預かりした募金の一部は株式会社ファミリーマート
からの一定額のマッチングギフトを加え、公益社団法人国土緑化推進機構への寄付を通じて、「聞き書き甲子
園」の活動に役立てられています。 
 皆様からのあたたかいご支援、ありがとうございました。 
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レジ横にある募金箱 

優秀作品賞を受賞した高校生達と、名人3組が登壇し、塩野米松さんと 
阿川佐和子さんが聞き手となって聞き書きの体験談を発表しました。 

 一番初めに登壇したのは東京都の高校1年生淺見さんと林業の名人田中さんでした。淺見さんは会場の参
加者に「林業はただ木を切るだけではなく、将来にわたって山を考える山のデザイナーなんです！」と田
中さんに代わって林業について誇らしげに語り、聞き書きを通じて田中さんの人生や林業への熱意が淺見
さんにしっかりと伝わったことが感じられました。 
 次に登壇したのは宮崎県の高校2年生の土屋さんと山林刃物鍛冶名人の蓑毛さん。「鍛冶屋の存在自体知
らなかった」という土屋さんは83歳の現在も現役の蓑毛さんと、山林刃物鍛冶の仕事との出会いを通じて、
「昔からの伝統を守っているから今の仕事がある。」と名人が受け継いだ伝統の重さを学んでいました。 
 最後は神奈川県の高校1年生藤さんと海女の名人渕辺さんでした。藤さんは81歳となった現在でも毎日
海に潜る渕辺さんのパワフルな姿に驚いていました。目の前で貝を捕ってもらって実際の仕事に触れ、さ
らに海女さんたちが海を守るために作っているルールを知り、「今までは“ただ遊ぶ場所”だと思っていた
海についての考え方が変わった。今後もこの仕事を引き継いでいかなければならない。」と海を守りなが
ら漁を行う海女さんの仕事の大切さを感じていました。 

  
 フォーラムでは8月のスタート時はまだあどけない、緊張していた参加者が聞き書きを通じて一回り大きくなり、
大勢の前で堂々と発表したり、仲間の発表を真剣に聞く姿を見ることができました。 
 参加した高校生からは「働くこと、名人の仕事の偉大さを知った」「伝統工芸を継承することに関わる仕事に
就きたい！」「環境について考える機会になった」などの感想があがり、学校に行くだけでは知ることができな
かった本物に触れる体験ができ、将来や自分自身について考えるきっかけを提供できました。 


